
《記入例⑤》新たに特別徴収を希望される場合 
   下記記入例は、１期まで普通徴収で納めた方が、就職等により２期以降の分を 10月支給の給与からの特別徴収に切替する場合。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

伊勢市で指定番号をお持ちでない事業所

は｢新規｣をチェックしてください。 

事業所として附番している受給者番号がある場合は必ず記入してください。 

 

◆この欄は、本依頼書を『１月～３月末※』に提出する際に、 

現年度＋新年度の処理が必要な場合にのみ記入して 

ください。  
 
※新年度のみ処理が必要な場合については、提出時期は 
この限りではありません。ただし、当初通知には4/15迄 
に提出された分のみが反映されますのでご了承ください。 

 

〔記入が必要な場合の例〕 

１月以降に就職したため、R7年中支払分（R8年度課税分）の 

給与支払報告書はないが、R8年度（６月から開始分）に特別 

徴収を希望する場合。：右図参照 
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「次年度」欄に✔がある

↓

「A社」でR8年度（R8.6月～R9.5月）
の特別徴収開始

R8年1月以降に「A社」
からの給与収入が発生

↓

「A社」で
R7年度（R8.5月まで）の

特別徴収開始
（切替依頼書提出）

＋

「次年度」欄に
✔を入れる

時系列

R7年中は「A社」での収入がない 「A社」のR8年度 給与支払報告書がない

↓ ↓

「A社」はR8年度 給与支払報告書を作成しない
R8年度（R8.6月～R9.5月）の

「A社」での特別徴収ができない
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